
合格体験記（愛媛大学）環境緑化科 Ｈさん 

進路先： 愛媛大学 農学部 生物環境学科地域環境工学コース 

どのように進路を決めたか？  

高校での様々な体験を通じて、将来は農地整備を行うことで、農家さんを助けたいと思うようになったことがきっかけ

です。例えば、和歌山県の梅を作っている企業では、15kgの肥料を担いで急斜面を登り施肥を行ったり、奈良県の茶畑

では急斜面での改植。膝をつけながらの作業になるため、買って 1 ヶ月ばかりのワークマンのレインコートがボロボロにな

ったり…笑。他にも、長野県の果樹園では急斜面のため、不安定な場所での花摘や受粉。このような作業は楽ではなかっ

たけれど、それ以上に楽しくて。農家の方々は、知識に明るく、体力もあり本当に尊敬の念を抱く方ばかりでした。 

農作業をいくつか体験していくうちに、農家の力になりたいと考えるようになり、農地を整備することで、少しでも農家

の農業生産に貢献したいと思うようにもなりました。そのため、大学では農業土木を学びたいと考えるようになり、進路の

先生に相談した際に愛媛大学はどうだろうと教えていただき興味を持ち、オープンキャンパスに参加しました。その時に

愛媛大学であれば、農地整備や農村デザイン等の農業土木に関する授業が幅広くあり、将来は農地整備をすることで農業

に貢献することができるという、ビジョンがより具体的に持つことができ、愛媛大学農学部生物環境学科地域環境工学コ

ースで学びたいと以前よりも強く思うようになっていました。 

この他にも多くの方とのご縁や高校生未来サミットでの体験や学び、農業クラブ役員としての経験等、この中の何かが

一つでも欠けていたら、考えることもなかったように思います。本当に多くの方から学び、助けていただいたおかげで、希

望の進路を実現することができました。 

どのように準備をしたか？  

試験内容としては、筆記(国語・英語・生物)、面接調書、面接(口頭試問有り)がありました。そのため、対策としては、面

接対策のための情報収集、筆記試験のために過去問から出題範囲を絞っての勉強、面接の３つです。 

情報収集は、大学のホームページやパンフレット、研究室の論文等を読み込み、学科やコースに関する情報を知りまし

た。他にも、オープンキャンパスに参加しコースの学生からお話や入試に向けての準備について聞きました。また、大阪府

愛媛県事務所の職員の方から愛媛県の農業に関する知識を教えていただいたことや愛媛大学へ同様の推薦入試での進

学実績のある高校より、過去問や受験報告書を見せていただく等をしました。 

勉強では、英語を中心に過去問を何度も解いてみたり、英語や国語の先生方より練習問題をいくつも貰い挑戦しまし

た。特に生物では、アウトプットする習慣を学科の先生方のおかげで身に付けることができました。他にも、国語では漢字

で点数を取らないと合格はないと思っていたので、準２級と３級の漢字は網羅できるように取り組みました。 

また、毎日放課後や昼休みに英語の部屋を訪れ、農学英単から問題を出してもらうなど、英語の先生方の協力あって対

策をしました。 



面接では、環境緑化科の先生を中心に様々な先生に指導していただきました。他にも、校長先生やフラワーファクトリ科

の先生、外部指導の方等に多くのことを教えていただくことで面接の受け答えや、自己理解を深めることができました。ま

た、面接以外にも、面接に向けての時間を多く用意してくださったおかげで合格することができたと思います。 

学校生活やクラブについて  

農業クラブではビオトープ部に所属し、池での様々な研究に取り組みました。活動をする中で、研究をまとめて発表した

ことや、意見発表などでの経験は入試の際に大きくプラスとなりました。 

農業クラブ役員としては、2年間本当に数多くのことを体験し、一生の経験をすることができました。特に創立記念祭で

は 2年とも全国農業高校物産展に携わり、全国の農業高校の取り組みや特産品についても知る機会にもなり、私自身の

成長にもなりました。 

課題研究では、実習庭園の改善に取り組み、様々な活動を行いました。 

水質調査や、アメリカザリガニの駆除、同窓会館の掃除等を行い改善に取り組みました。これらの経験は面接の時に私を

助けてくれました。 

資格や表彰  

［資格］  

実用英語技能検定準 2級、2級土木施工管理技士補、3級造園技能士 FFJ検定上級位、日本農業技術検定 3級、小型

車両系建設機械特別教育、刈払機取扱作業者安全衛生教育 

［表彰］  

第 8回高校生が描く明日の農業コンテスト銅賞、第９回全国高校生環境スピーチコンテスト入賞、多摩大学ショートムー

ビーコンテスト最優秀賞 

園芸高校に興味のある皆さんへ！  

園芸高校では、これまでの非日常で溢れており、その非日常のなかで学校生活を過ごすうちに、非日常が日常となり、

より農業・園芸高校へと熱中していきます！高校からの農業デビューは敬遠されるかもしれませんが、高校で初めて農業

をする人もたくさんいますし、ほぼ皆が 0からのスタートです！できないことばかりだったのが、できるようになる喜びに

触れてみませんか。園芸高校には入学前には予想することのできない、学びや出会いに溢れています。何かをしたいけれ

ど、その何かが見つからないそんなあなたにオススメです！！ 

園芸高校で、高校生活を過ごしてみませんか。ここでしか味わうことのできない学校生活があなたを待っています！！ 


